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　役場前の柳とせせらぎ通りを中心に行われ

た堀と柳の秋まつり。前日までの好天はどこ

へ行ったのか、この日は朝からあいにくの小

雨模様。恒例となった「村長ガイド街並み見

学ツアー」は相変わらずの人気で、観光客の

皆さんは平田大六村長のユーモアあふれる説

明に耳を傾けながら、旧米沢街道の街並みを

楽しんでいました。�

　ふれあいど～むを会場に行われた農林業ま

つりでは、村の新鮮な農産物がずらり。農林

産物の即売会をはじめ、福まきや鮭のつかみ

どりなど、さまざまな催しが行われ、会場は、

大勢の来場者で混雑しました。�

　無料配布された「朝日豚のとん汁」コーナ

ーは、行列が出来るほどの人気で、来場者を

喜ばせていました。�

関川村農林業まつり�

堀と柳の秋まつり�
旧
米
沢
街
道
の
街
並
み
と
せ
き
か
わ
の
秋
を
ダ
ブ
ル
で
満
喫�

堀
と
柳
の
秋
ま
つ
り
＆
農
林
業
ま
つ
り�
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十
月
三
十
日
、
朴
坂
集
落
（
佐

藤
啓
助
区
長
）
で
大
地
震
を
想
定

し
た
自
主
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
同
集
落
が
自
主
防
災
組
織

を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
平
成
二
十

年
四
月
。
以
後
、
毎
年
、
地
震
や

水
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
実

施
し
、
四
回
目
を
迎
え
た
今
回
の

訓
練
に
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
集
落
の
住
民
約
六
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。�

　
訓
練
当
日
は
、
午
前
十
一
時
に

大
地
震
が
発
生
し
、
地
滑
り
等
の

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
危
険
が
あ

る
、
と
い
う
想
定
で
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
集
落
内
二
十
三
世
帯
が

四
班
に
分
け
ら
れ
、
班
ご

と
に
決
め
ら
れ
た
一
次
避

難
場
所
へ
避
難
し
、
そ
の

後
、
本
部
が
設
置
さ
れ
た

二
次
避
難
場
所
の
集
落
セ

ン
タ
ー
へ
移
動
し
ま
し
た
。

避
難
す
る
際
、
「
も
し
大

き
な
地
震
が
来
た
ら
、
こ

こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
危
な

い
」
「
こ
こ
に
立
て
掛
け

て
あ
る
木
材
が
倒
れ
て
く

る
か
も
」
な
ど
、
危
険
箇

所
を
確
認
し
な
が
ら
の
訓

練
と
な
り
ま
し
た
。�

　
訓
練
終
了
後
に
行
わ
れ

た
反
省
会
で
は
、
今
か
ら

五
十
年
前
の
昭
和
三
十
六
年
に
発

生
し
た
第
二
室
戸
台
風
の
影
響
で
、

突
風
に
よ
り
朴
坂
集
落
で
も
何
人

も
ケ
ガ
を
し
た
方
が
い
た
こ
と
や
、

土
蔵
の
屋
根
が
飛
ば
さ
れ
る
な
ど
、

家
屋
も
被
害
を
受
け
た
こ
と
な
ど

が
話
さ
れ
、
地
震
や
水
害
だ
け
で

な
く
、
ど
ん
な
災
害
が
起
き
て
も
、

臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
心
構
え

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
参
加
者

全
員
で
確
認
し
合
い
ま
し
た
。�

　
佐
藤
区
長
は
「
集
落
で
も
要
援

護
者
名
簿
を
作
成
し
、
八
十
歳
以

上
の
方
を
支
援
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
支
援
を
要
す
る
人
た
ち
に

対
す
る
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も
、
今
後
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
村
内
五
十
四
集
落
の
う
ち
、
現

在
、
自
主
防
災
組
織
が
設
置
さ
れ

て
い
る
の
は
半
分
に
も
満
た
な
い

二
十
四
集
落
。
自
分
の
命
、
そ
し

て
自
分
た
ち
の
地
域
を
守
る
た
め

に
も
全
集
落
に
お
い
て
自
主
防
災

組
織
の
設
置
が
望
ま
れ
ま
す
。�

�

ど
ん
な
災
害
が
お
こ
っ
て
も
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ
う
に�

〜
朴
坂
集
落
で
自
主
防
災
訓
練
〜�

�
訓
練
終
了
後
、
消
防
団
員
か
ら
消
火
栓
の�

　
説
明
を
受
け
る
住
民�
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十
月
三
十
日
、
健
康
づ
く
り
を

目
的
に
、
渡
邉
邸
周
辺
に
広
が
る

十
八
世
紀
の
街
並
み
を
散
策
し
な

が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
も
う

と
、
第
三
回
村
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
開
催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら
約
五

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
コ
ー
ス
名
は
「
え
ち
ご
せ
き
か

わ
渡
辺
邸
周
辺
コ
ー
ス
」
で
、
全

長
一
・
一
　
。
こ
の
日
行
わ
れ
た

堀
と
柳
の
秋
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て

お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。�

　
コ
ー
ス
内
に
は
、
渡
邉
邸
を
は

じ
め
、
東
桂
苑
や
佐
藤
邸
、
津
野

邸
、
旧
齋
藤
医
院
、
日
本
六
三
三

制
発
祥
の
地
の
碑
な
ど
七
か
所
に

平
田
大
六
村
長
が
文
や
イ
ラ
ス
ト

を
手
掛
け
た
観
光
案
内
看
板
も
設

置
さ
れ
て
い
て
、
見
ど
こ
ろ
満
載

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。�

　
村
上
市
荒
川
地
区
か
ら
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
仲
間
と
参
加
し
た
和
田
茂

子
さ
ん
は
「
こ
の
コ
ー
ス
は
歩
き

な
が
ら
色
々
な
発
見
が
出
来
る
。

歴
史
あ
る
場
所
を
歩
く
こ
と
で
楽

し
み
が
あ
り
ま
す
」
と
コ
ー
ス
の

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
「
え
ち
ご
せ
き
か
わ
渡
辺

邸
周
辺
コ
ー
ス
」
は
現
在
、
県
の

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
申

請
中
で
、
十
二
月
中
に
は
登
録
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。
登
録
さ
れ
る

と
、
村
で
は
「
歩
い
て
健
康
！
大

し
た
も
ん
蛇
コ
ー
ス（
全
長
五
　
）」

に
続
い
て
二
コ
ー
ス
目
と
な
り
、

県
の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
登
録
さ
れ
ま
す
。�

▲東桂苑前に設置された観光案内看板に�
　目をやる参加者�

歴史ある街並みを�
散策しながら健康づくり�
～「えちごせきかわ渡辺邸�
　　　　　周辺コース」で初歩き～�

　さわやかな秋晴れとなった10月29日、首都圏在住

関川村人会総会が東桂苑を会場に行われ、村人会会員

や村民など約60人が参加しました。�

　例年、東京都上野にある「精養軒」を会場に行われ

ている村人会総会。今回は30周年を記念して、関川村

での開催となりました。�

　総会では、事業報告や決算報告などが審議されたほ

か、30周年記念事業として、会から学校で使う備品の

購入費用に使ってほしいと村へ35万円が寄付されまし

た。�

　総会後に行われた懇親会では、新米の関川産コシヒ

カリを使ったおにぎりや地鶏コロッケ、わらびの漬物

などが振る舞われ、参加者はふるさと「せきかわ」の

味を満喫しながら楽しいひと時を過ごしました。�

　蔵田島出身で、現在は東京都大田区に住んでいる松

本チイさん（旧姓・津野）は「関川村で村人会総会が

行われるのは本当に嬉しい。このおかげで、久しぶり

に兄弟みんなと会い、楽しい時間を過ごすことができ

ました」と関川村での開催を喜んでいました。�

三
十
周
年
目
の
今
年
は�

秋
を
迎
え
た
せ
き
か
わ
で
開
催�

首
都
圏
在
住
村
人
会
総
会�

　11月18日、関川小５年生児童全員が今年収

穫した「大したもん蛇米」を使って、新潟市内

で村のＰＲ活動を行いました。�

　新潟駅、万代シティ、新潟ふるさと村の３か

所で行われ、各班とも自分たちの故郷をたくさ

んの人に知ってもらおうと、それぞれの言葉で

村をＰＲしながら「大したもん蛇米」を通行人

などに手渡しました。�

　万代シティでＰＲ活動を行った山口大斗さん

（蛇喰）は「お米を渡しながら、村には大蛇伝

説があるということをＰＲできた。相手の人が

とても喜んでくれたので僕も嬉しくなった」と

感想を話していました。�

　この日は、東日本大震災の支援と、今後の学

校田での米作り活動のために募金活動も行いま

した。�

「大したもん蛇米」を無料配布�
関川小５年生児童が新潟市内で村をPR


